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令和３年度 那珂市国際交流協会総会 

５月１５日（土）、ふれあいセンターよこぼりで令和３年

度那珂市国際交流協会総会を開催しました。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面

決議としましたが、今年度は、感染防止対策を行い、対面

での開催としました。 

大和田会長のあいさつ、来賓の先﨑市長および木野副議

長の祝辞の後に審議を行い、全議案について出席者から承

認をいただきました。 

事業報告では、昨年から続くコロナ禍で、協会事業の中

止や規模縮小をせざるをえない中でのオークリッジ市の中

学生への手作り布マスク寄贈や、オンライン会議システム 

総会の様子 

総会終了後、笠間市在住の陶芸家、タスファイエ・ガライヤさんを講師にお

迎えし、「多文化共生セミナーエチオピア編」を開催しました。 

ガライヤさんは、ご自身がデザインしたエチオピア国旗の３色と、故郷エチ

オピアを流れる青ナイル川をイメージしたブルーのラインが入った服で登壇さ

れました。ご自身の笠間焼の作品にも、ブルーを多用しているそうです。 

講演では、陶芸を始めとした創作活動のこと、ご自身が代表を務める NPO

法人「エチオピアの未来の子ども」のこと、エチオピアコーヒーの歴史など、

多岐に渡りお話くださいました。エチオピアの女性たちは、集まってコーヒー

を飲みながら情報交換をするそうで、日本のお茶の習慣と似ていると感じまし

た。 

また、エチオピアの子供たちの 27％が児童労働に就いていて、さら

には 14 歳までの就学率が 50％以下であるという厳しい現実のお話も

ありましたが、スライドの写真で紹介された子どもたちの笑顔はとても

輝いていたのが印象的でした。 

ガライヤさんの前向きでユーモアあふれるお話で、なごやかなセミナ

ーとなりました。 

 

多文化共生セミナー エチオピア編 

 
会長 石井 秀明 

幹事 島田 智和 

 

Zoom を使用した多文化共生セミナー開催について説明を行いました。また、事業計画では、オークリッ

ジ市との中学生交換交流事業の中止や今年度開催予定の事業について説明しました。 

今年度もコロナ禍の状況を鑑みながら協会事業運営に努めてまいりますので、会員の皆様のご理解ご協

力をお願いします。 

News 9 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オークリッジ市の中学生とオンラインでバーチャル交流 

 

**那珂市国際交流協会では、会員及びサポート委員を随時募集しています。年会費：2,000円（個人）、10,000円（団体）** 

  団体会員の広告掲載を随時承っています。事務局までご連絡をお願いします。（掲載無料） 

 

 ≪那珂市国際交流協会事務局≫ 
〒３１１－０１９２  茨城県那珂市福田１８１９－５ （那珂市市民生活部市民協働課内） 

電話番号：０２９－２９８－１１１１（内線２６３） FAX 番号：０２９－３５２－１０２１ 

ホームページ：http://www.ieanaka.jp   Facebook も随時更新中！ 

 E メールアドレス : shimin-k@city.naka.lg.jp            

令和３年度 那珂市国際交流協会 今後の事業予定 

９月２５日～ 日本語ボランティア養成レベルアップ講座（全５回） 

１０月 ９日  多文化共生セミナー アルゼンチン編（オンライン） 

１０月     オンラインによるオークリッジ市との記念式典 

１２月・２月  多文化共生セミナー 

随 時     小中学校等国際理解支援事業 

※ ひまわりフェスティバル、産業祭は中止となりました。 

※ 「国際交流のつどい料理教室」および「日本文化探訪 バスツアー」は、新型コロナウイルスの感染

状況により開催の可否を検討します。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度お

よび３年度のオークリッジ市との中学生交換交流事業を中

止としたことに伴い、今年度は那珂市の中学校５校とオー

クリッジ市の中学校２校の生徒で、オンラインでのバーチ

ャル交流を行うこととしました。 

オークリッジ市とは時差が１３時間あり、リアルタイム

での交流が難しいため、アメリカの教育機関で主に使用さ

れている動画共有アプリのFlipgrid
フリップグリッド

を使用して、あらかじ

め撮影した動画をアプリに投稿し、お互いの動画を視聴す

る方法で交流しています。那珂市の各中学校から参加した

生徒は、今年度から生徒全員に配布されたタブレット等を

使い、学校での生活の様子や部活動の紹介などを流暢な英

語で説明しながら動画を作成しました。 

コロナ禍により初の試みとなったオンラインでの交流で

すが、動画の視聴を通して、お互いの国の文化や学校生活

の違いについて学ぶことができる、貴重な交流の場となっ

ています。 

 

根本正顕彰会は、日本の社会

のよりよい発展を目指して

精一杯生きた根本正の精神

を学ぼうとして平成９年１

０月に設立し、令和３年４月

現在７０名の会員がいます。 

交流に参加しているオークリッジ市中学生と教師 

那珂四中の生徒が作成した学校紹介動画 

http://www.ieanaka.jp/

